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長期の入院療養
(関係機関の例）
・国立病院機構等

療養生活環境支援
・難病相談支援センター

福祉サービス

就労・両立支援
・ハローワーク
・産業保健総合支援センター

【目指すべき方向性】
１．できる限り早期に正しい診断ができる体制
２．診断後はより身近な医療機関で適切な医療を受けることができる体制
３．小児慢性特定疾病児童等の移行期医療にあたって、小児科と成人診
療科が連携する体制

４．遺伝子診断等の特殊な検査について、倫理的な観点も踏まえつつ
幅広く実施できる体制

５．地域で安心して療養しながら暮らしを続けていくことができるよう、
治療と就労の両立を支援する体制を構築することを目指す。

新たな難病の医療提供体制 （茨城県版） 令和４年４月

茨城県保健医療部健康推進課
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情報提供

在宅医療等
事業者

レスパイト
入院事業

難病対策地域協議会
（医療・福祉・教育・就労支援等の関係者により構成）

・訪問看護事業所

・介護支援事業所等
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【新規】
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（かかりつけ医）


